
ガリ長:石 の

_・ 既に御承知の方が多しヽと思いますが .カ リ

長石の着色法をお知 らせ致 します。.こ の方法

‖:二American MIiner・a10giSt  i
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研究発表された(広大付高 ,恩藤知典先生)

ものを実験してみてかなり良い結果が得られ

たので二皆さんも1度試してみられるとかも

しろいと思います。・

(1)‐ 火成岩標本をシッ化水素酸 (うすめな

‐ いて使用 )の■

`約

1:5秒間つける。

(2)次にコパルチ亜硝酸ナトリウムの飽和

色に よる

石 ‐川
‐
直 :衛  .(長崎西高).

溶液の中、約 15秒間っける。  l
(3)iと り出して水洗する。キ

以上の操作で ,カ リ長石b表面にさびがう

いたように黄色の沈でん物が付着します。上

記の時間は長くしても着色に影響はありませ

んが_|コ パルチ亜硝酸ナトリウム溶液はあ:ま

り長くは使用できません。また ,水洗を強く

しても色はおちませんが 1指先で強くこすo

たり
`タ
フシでこすると落ちます6

なか'二 原著を読んでいないので全然不明で

すが ら斜長石の着色法も記載されているとの

事です。ただ。薬品が高価だそうです。

また 17ッ化水素駿 |コパルオ
:亜硝酸ナト

リウムは薬店でそれぞれ取り扱っており ,フ

、

'化
水素酸は 500多 450円 コづルチ亜硝酸

―ナトリウムは 257250円 程度です。
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会誌内容を充実させるため ,広 く会員の方

の々御技稿を希望します。

原稿はなるべく400字詰用紙を用い ,必ず

横書にして下さ澳:研究発表 ,教財研究 e資

料の執筆者には掲載誌を3部贈塁致します。
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